
  5月は前期人権教育月間です  

５月７日に校長講話があり、人権教育に関わって「バタフライエフェクト」についてお話を聞きま

した。その後、各クラスで正副ルーム長を中心に進行し、各自ができることを考え、伝え合いました。 

校長講話からはじまった前期人権教育月間は終わります。各学年ではこの１ヶ月人権学習（自分
の生き方を考える大切な学習）を大切にしてきました。少し紹介します。 

普段の生活の中でも人権について大切にしながらいろいろな考え方に出会い、自分たちの生き
ていく社会について考えていく機会を大切にしたいと思っています。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

青木中学校 学校だより              令和８年５月２８日  №２４６ 

                                                       三重なす塔

〇１年生・・・「差別する心の仕組みを考えよう」の感想より 
・みんなそれぞれに得意、不得意があるからこそ、意地悪や差別ではなく、一緒に成長できる

ために行動したいです。 
・「加害者と同じように、被害者をはやし立てるような行動はとらない。もし、自分が傍観者で、

加害者にいじめはダメだと言えなかったら、先生や大人に相談するなど、いじめの状況をそ
のままにせず、行動を起こしたい。」と思いました。 

 
〇２年生・・・「ハンセン病とは？」の感想より 

 ・ハンセン病について学びました。当時の人たちは、ハンセン病をとても怖がっていました。 
そのため、とじこめられたりされる人たちがたくさんいて、驚きました。 

・ハンセン病にかかってしまった人たちが、どのような差別を受けてきたのかなどを知ることが 
できました。もしかしたら、自分だったかもしれないことも考えて生きていきたいです。 

 
〇３年生・・・「高校差別について考えよう」の感想より 
・先生が「その高校がどう言われても、自分に合うか、行きたいかは自分で決めればいい。」と

言っているので、周りの人がその高校についてひどいことを言っていても、自分で確かめて、そ
の高校のいいところ、合わないところを見つけ、目標に向けて頑張っていこうと思います。 

・学校の価値は人それぞれだと思いました。大事なのは、その高校がどんな風にみられている
かではなく、自分がその環境でどう成長できるかだったり、一人ひとりの人間がいると考えた

りすることだと思いました。 

“バタフライエフェクト”という言葉を聞いたことはありますか。 
ブラジルのジャングルで一匹の蝶が羽ばたく。 
その、目に見えないほど小さな空気の震えが、 
巡り巡って、遠い国で大きな嵐を起こすかもしれない。 
小さな行動が、やがて大きな変化につながる、という意味です。 
これは、特別な世界の話ではありません。 
学校でも、同じことが起こります。例えば、こんな場面です。 
授業の前、少し教室がざわざわしているときがあります。 
そのとき、一人が静かに座って、準備をします。 
すると、その周りの人も、少しずつ静かになります。気づくと、教室全体が落ち着いている。 
誰かが注意したわけではありません。一人の行動が、周りの行動を変えたのです。 
安心して過ごせる学校も、同じです。特別なことをしなくても大丈夫です。 
あいさつをする。 声をかける。 気づく。 やさしい言葉を使う。 
そんな小さな行動が、誰かの安心につながります。 
そして、その人がまた、別の誰かにやさしくするかもしれません。 
安心できる学校は、誰かがつくるものではなく、 
ここにいる一人ひとりがつくるものです。 
今日、自分にできることを、１つでいいので考えてみてください。 
 
 



生徒総会で生徒会スローガン決定  「百花繚乱」 
５月１日（金）に生徒総会がありました。今年度の生徒会スローガンは『百花繚乱』に決まりま

した。「百花繚乱とは、様々な花がそれぞれの美しさで咲き誇る姿を表す言葉です。同じ花だけが
並ぶのではなく、色も形も違う花が咲き乱れるからこそその景色はより豊かで美しくなります。得
意不得意、好きなこと、考え方など、私達は一人ひとり違う色や個性を持っています。その一人ひ
とりの色を大切にし、互いを認めあえるような学校にしたいという想いがこのスローガンには込め
られています。」(スローガンに込めた願いより)一人ひとりの個性あふれる花が、学校を彩り、この
青木村の魅力を伝える素敵な花となることを願います。 
さらに今年度は、生徒総会に引き続き、初めての取組となる「青木中ブレーンストーミング」が

行われました。「制服・服装について」「こまゆみ祭全校制作について」「見直したい委員会活動
について」の３つのテーマについて、全校縦割りグループに分かれて意見交換しました。様々なア
イディアが出され、生徒たちが学校づくりに関わる１つの場となりました。 
 
 

 

 

 

 

 

1年生が東京英語学習に行ってきました！ 
今年度より、青木村では英語学習に力を入れています。4月より、保育園、小学校、中学校にそれ

ぞれ ALTが常駐しているのも、その１つの取組です。中学校では、新たに今年度から、東京グローバ
ルゲートウェイ(TGG)に行って、英語学習を体験する日を設けました。５月８日(金)に１年生が行って

きました。現地では、全て英語で会話や説明がされるので、始まる前は不安を抱える生徒もいました
が、１日体験してみると、喜びも課題も見つかり、もっと英語を頑張りたい、たくさん話せるようになりた

いという意欲をもち帰ってくる生徒がたくさんいました。今後も英語学習の充実に向けて、様々な取組
をしていきます。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想より＞ 

・今日、TGG に行きました。最初は不安だったけど、英語に少し慣れると、楽しかったです。わか
らない言葉も友達と話しながら乗り越えました。短い英語でも伝わってすごくうれしかったで

す。これからも英語の勉強をたくさんしたいと思いました。 
・なんとなくしゃべったり、ジェスチャーしたりするたびにエージェントさんに「Nice!」「Perfect」

など一つ一つの言葉やジェスチャーを褒めてもらい、だんだん楽しくなってきました。全てを理
解したり受け答えをしたりすることはできなかったので、英語の自信は少し失いましたが、もっ

と英語がしゃべれるようになりたい！！と思い、英語学習のモチベーションが上がりました。 



５月１３日(月) 『和-jin』による、鑑賞音楽会がありました 

 ５月１１日(月)に、移動鑑賞音楽会がありました。今年度は、和太鼓 Performance Group「和-
jin」による演奏でした。和太鼓のもつ、独特な響きと「立体的でダイナミックな重低音」を伝えたいと
のコンセプトの元、「息吹輝」など４曲の迫力ある演奏を披露してくれました。合わせて、津軽三味線
山中流名取師範の谷川祐司さんによる三味線演奏もあり、まさに「和」を感じる一時となりました。 
 また、演奏を聴くだけでなく、和太鼓の紹介や体験講座の時間もあり、１時間を超える時間があっと
いう間に感じられました。 
 生徒たちも、義民太鼓と比べながら聴いたり、相の手を入れて演奏を盛り上げたりしながら、様々
なことを感じとる有意義な時間となりました。これからも、様々な音楽や芸術にふれ、興味関心を広
げてほしいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフスキルラボ講演会を行いました 

 ５月２５日(月)に、性教育、いのちの教育の一環として、ライフスキルラボ講演会を行いました。これ

また今年度が初となる行事で、一般公開も兼ねた講演としました。今回は、「ひとり人形劇 がらくた

座」の木島知草さんを講師にお招きして、「ちいばあの命のお話」と題してお話しいただきました。 

 生徒たちは、ちいばあの包み隠さないお話に戸惑う様子もありましたが、真剣に聴いていました。

「知れてよかった」、「今は聞きたくなかった」など、様々な気持ちになった生徒がいました。どの気持

ちも善し悪しはありません。命や性のお話は、幸せに、そして、自

分の意思をもってたくましく生きていくための土台となります。

恥ずかしさをのりこえて「共に学ぼう！」というちいばあのメッセ

ージは、生徒たちだけでなく、参加された大人の心にも響いた

のではないかと思います。それぞれが感じたことを大切にしな

がら今後の学びへとつなげ、自分も相手も大切に、自分らしく

幸せに生きていく力を育み続けてほしいと思います。 

＜生徒の感想より（一部抜粋）＞ 
・青木村は義民太鼓があるので太鼓自体は身近だけど、義民太鼓には感じられないまた別の新
鮮なエネルギーや迫力を感じることができた素晴らしい体験だった。 
・太鼓であそこまで本気になれる人たちを始めてみることができました。三味線奏者の方は、手さ
ばきがすごすぎて驚きました。最後にコラボしたときは感動しました。 
・見ているだけでも楽しかった。太鼓体験に選ばれたときは緊張しかなかったけれど、実際にリズ
ムを聞いて叩いてみたら、とても楽しくて最高でした！！また会いに行きたいし、１対１で話してみ
たいです。 



 ☆アイリスタイム（課内クラブ）が始まりました☆  
 昨年度まで、総合的な学習の時間に行っていた「アイリスセミナー」の流れを取り入れつつ、全校
縦割り活動が年間通じて行えるよう、今年度より「アイリスタイム」を設定しました。年間９回、月に約
１回、水曜日に実施を予定しています。 
 今年度は、最大で１３の講座に分かれて活動することになります。２０日（水）に第１回目があり、早
速活動に取り組んだ講座もありました。講師の先生に教わりながら挑戦している姿、少人数でも集
中してじっくり活動している姿、学年関係なく、みんなで１つの活動に楽しそうに取り組む姿など、
様々な活動の様子が見られました。次回は６月１０日（水）に予定しています。生徒が「次回も楽し
み！」と思える時間になることを願っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇◇◇６月の予定◇◇◇  

１日(月)学校集金日、松本の旅（3年生） 

３日(水)全校一斉美化活動 

５日(金)内科検診（3年生） 

１０日(水)アイリスタイム② 

１１日(木)フッ化物塗布、東信大会壮行会 

１３日(土)女子バレー中体連東信大会 

１７日(水)漢字道場 

１９日(金)五島慶太翁に学ぶ日 

２２日(月)計画休業日 

２３日(火)プール開き 

２５日(木)、２６日(金)１学期期末テスト 

糸かけ曼荼羅＆アート 調理クラブ ～そば作り～ 調理クラブ ～パン作り～ 

道を究めよ ～茶道～ 道を究めよ ～書道～ 韓国語を知って話そう! 

ダンスクラブ スポーツクラブ 

その道探究 ～人工真珠～ その道探究 ～プログラミング～ その道探究 ～ビブリオ・読書～ 

楽しい 

田舎暮らし 

青木村探険 


